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Physical Therapist

テーマ

E理学療法のEPDCA
～評価と科学的根拠 そしてマネジメント～
大会長 大山　盛樹

春寒の気候にあります。皆様におかれましては
益々、ご健勝のこととご拝察いたします。
平素より、長崎県理学療法士協会の広報紙「ぴー

かんてらす」をご覧いただき誠にありがとうございます。
この度、本協会の担当により「九州理学療法士学
術大会」を開催する運びとなりましたことを、この紙面
においても皆様に報告をさせていただくとともに、ご案
内申し上げます。
この学術大会は令和２年10月17日・18日（土・日）
の２日間、佐世保市のアルカスSASEBOにおいて、
260演題（予定）の口述・ポスター発表と「理学療法
のEPDCA－評価・科学的根拠そしてマネジメント」を
テーマに講演、セミナー、シンポジウム、県民公開講
座、機器展示などを企画しております。
「EPDCA」の「E」には私達理学療法士に最も重
要となる「Evaluation（評価）」と「Evidence（科学的
根拠）」の意味を表しています。この「E」をもって、治療
のPDCAのそれぞれをマネジメント（≒やりくり）すること
をすべての企画に盛り込んでいます。　
県民公開講座（参加無料）では「TOKYOオリンピッ

ク・パラリンピック2020」の興奮が冷めやらない時期

にこそ、この一大イベントに所縁ある日本福祉大学健
康科学部リハビリテーション学科の小林寛和（こばや
しひろかず）教授に「知ってほしい！スポーツにおけるケ
ガや故障の予防と理学療法～国民の健康にスポーツ
と理学療法士が寄与できること～」と題して、ご講演を
いただきます。市民が自由に集う交流スクエアでは「健
康・リハビリ・介護など」の最新機器を展示いたします。
期間中は1000名を超える来場者を予測しており、
一日目の夜には交流レセプションも企画いたしており
ます。賑やかな夜も楽しむとともに、観光や食事・お土
産をも楽しめる２日間になって欲しいと、ご期待申し上
げます。
長崎SASEBOの地で行う学術大会が県民の皆様

にとっても私達理学療法士にとっても歴史を刻む有
意義な大会となり、九州のみならず全国に発信し、ひ
いては長崎県に貢献しうるイベントにしたいと願ってお
ります。
たくさんの皆様のご参加を会員ならびに関係者一
同、心よりお待ちしております。

「佐世保バーガーボーイ」・「させぼのボコちゃん」／
©やなせたかし･SASEBO

九州理学療法士学術大会 2020 in SASEBO

（長崎県理学療法士協会会長、柿添病院付属中野診療所）

https://kyusyu-society-pt.net/
右のQRコードからもご覧いなれます

ホームページから詳しい大会の内容をご覧いただけます

開催　2020年10月17日・18日
会場　アルカスSASEBO

九州理学療法士学術大会 2020



さ
い
ご
に
…
…

ス
ポ
ー
ツ
の
怪
我
は
、
我
慢
し
て
プ
レ
ー

す
る
こ
と
が
美
徳
と
考
え
る
方
も
少
な
く
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の〝
不
調
〞が
、
安

全
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
継
続
で
き
る
か
ど
う

か
、
後
に
大
き
な
怪
我
や
後
遺
症
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
無
い
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
我
慢
せ
ず
医
療
機
関
を

受
診
し
、
自
身
の〝
不
調
〞や〝
目
標
〞を
伝
え

て
く
だ
さ
い
。一
緒
に
目
標
に
向
か
っ
て
対
策

を
考
え
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

是
非
、
皆
さ
ま
の
周
り
の
理
学
療
法
士
に
、

〝
カ
ラ
ダ
〞と〝
怪
我
〞に
つ
い
て
相
談
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
色
々
な
意
見
が
聴
け
る
と
思

い
ま
す
。

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
社
会

と
の
結
び
つ
き
（
つ
な
ぎ
役
）

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
よ
り
、
メ
デ
ィ

ア
に
触
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
パ
ラ
（
障

が
い
者
）
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
に
お
い
て
も
理

学
療
法
士
は
活
躍
の
場
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
化
社
会
と
と
も
に
医
療
制
度
は
変
わ

り
、
ひ
と
昔
前
よ
り
入
院
期
間
は
短
縮
さ
れ

ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
視
点
か

ら
み
る
と
「
日
常
生
活
へ
の
復
帰
」
が
ゴ
ー

ル
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
方
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
重
要
な

理
学
療
法
士
の
仕
事
で
あ
り
、
専
門
職
と
し

て
最
大
限
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
対
象
者
と

と
も
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
疾
病

の
中
に
は
ど
う
し
て
も
活
動
制
限
が
残
存
し

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
有
し

て
い
て
も
、
い
う
ま
で
も
な
く
個
人
の
尊
厳

は
守
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
今
あ
る
べ

き
機
能
の
中
で
で
き
る
こ
と
、
何
が
可
能
に

な
れ
ば
更
な
る
社
会
参
加
が
目
指
せ
る
か
を

考
え
な
が
ら
理
学
療
法
士
が
生
活
と
ス
ポ
ー

ツ
の
両
面
か
ら
、
社
会
と
の
つ
な
ぎ
役
に
な

れ
る
よ
う
に
専
門
的
な
知
識
を
発
揮
し
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

理
学
療
法
士
は
〝
カ
ラ
ダ
〞
の

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

　
私
た
ち
は
〝
カ
ラ
ダ
〞
と
〝
怪
我
〞
の
専

門
家
で
す
。
怪
我
を
し
て
低
下
し
た
機
能
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
元
通
り
に
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
で
起
こ
っ
た
怪
我

市町村や関連団体が行う
イベントをサポートする事業
障がい者スポーツ大会、ねんりんピックなど市町
が開催するイベントや、ラグビー協会、サッカー協
会、高野連、中体連などの関連団体に協力して
メディカルサポート活動など

スポーツと
理学療法士の関わり

特集

ぴーかん

や
故
障
な
ど
の
要
因
を
分
析
し
て
再
発
や
新

た
な
外
傷
を
予
防
す
る
こ
と
も
目
標
に
し
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
外
傷
の
発
生
要
因
を
、
成
長

期
や
高
齢
な
ど
や
性
差
、体
形
、体
力
や
筋
力
、

姿
勢
な
ど
の
内
的
リ
ス
ク
要
因
、
ス
ポ
ー
ツ

の
特
性
や
ポ
ジ
シ
ョ
ン
な
ど
を
含
め
動
き
の

質
や
量
的
問
題
、
使
用
し
て
い
る
用
具
、
気

候
や
路
面
状
況
な
ど
の
環
境
面
な
ど
の
外
的

リ
ス
ク
要
因
か
ら
考
え
ま
す
（
左
図
）。
本

人
の
特
徴
や
ス
ポ
ー
ツ
の
特
性
を
よ
く
考
え
、

問
題
と
な
る
動
作
な
ど
を
特
定
し
て
、
対
処

法
を
見
つ
け
出
し
ま
す
。
怪
我
し
た
状
態
か

ら
復
活
し
、
次
に
怪
我
を
し
に
く
い
体
力
や

動
き
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
段
階
的
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
負
荷
を
増
や
し
て
上
げ
て
い

き
ま
す
。

障
害
・
外
傷
の
要
因

❶
内
的
リ
ス
ク
要
因

年
齢

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

成
長
期
、加
齢
変
化

健
康
状
態
、特
性

…
…

…

先
天
性
、関
節
弛
緩
性

性…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

骨
格
な
ど

体
力

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

筋
力
、最
大
酸
素
摂
取

量
、Ｒ
Ｏ
Ｍ

身
体
組
成

…
…

…
…

…
…

…

体
脂
肪
、体
型

解
剖
学
的
要
因…

…
…

…

ア
ラ
イ
メ
ン
ト（
姿
勢
）

❷
外
的
リ
ス
ク
要
因

ス
ポ
ー
ツ（
動
作
）特
性 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
特
性
、職

種
、仕
事
内
容

外
用
品
の
使
用

…
…

…
…

靴
、装
具
、サ
ポ
ー
タ
ー
、足

底
板
、ス
ポ
ー
ツ
用
具

環
境
面…

…
…

…
…

…
…

…
…

気
候
、天
候
、路
面
状
況
、

坂
道
、階
段

長崎県理学療法士協会の取り組みの紹介

スポーツイベントを開催し
県民の意識を増進する事業
小学生ソフトボール大会の運営や、中学生バス
ケットボールイベントで競技力の向上や地域づ
くり、ケガの予防や対処法の指導など

スポーツセミナーを
開催する事業
スポーツ指導者や保護者を対象に様々な情報
提供など

児童・生徒

スポーツ
愛好家

アスリート

リハビリメニューの “ねらい目”

怪我（身体）の状態

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
負
荷

禁
忌
領
域

負荷が強くて
危ないゾーン

“ねらい目
”

チャレン
ジゾーン

安全の限界

有効の限界

負荷が軽すぎて
効果が出ないゾーン

→良い悪い←

き
つ
い
↑

↓
楽

編
集
協
力

大
石
勝
規
氏
（
こ
こ
ろ
医
療
福
祉
専
門
学
校
）

（
公
社
）
長
崎
県
理
学
療
法
士
協
会
　理
事

認
定
理
学
療
法
士
（
ス
ポ
ー
ツ
理
学
療
法
）

日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
公
認
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー
ナ
ー

中
級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

協力

役割分担

フェアプレー

ルール（規律）

集団行動

問題解決能力
時間の使い方

実践力

判断力

パフォーマンス向上

健康増進

達成感自己効力感

けがの
予防・治療競技力

スポーツ科学

資 金安全・安心

ルール
会場の整備
用具の開発

医 療
指導者

コーチング
社 会

（地域）

理学療法士が怪我をしたスポーツ選手から聞き（知り）たいこと
１．怪我に関する情報●いつ、どのように症状は発生したか？　●痛みの状態は？
  （安静・運動中・後）（ズキズキ～違和感）●現在までの経過は？（我慢してプレー、応急処置）●これまでに経験した怪我や違和感（不調）など●スポーツ活動の変化

（ポジション、メニュー、休み明け、会場の違い）
２．身体の特徴や状態について●身長や体重の変化 ●筋力の強さ、身体の硬さ●身のこなし、動きのフォーム
●患部の状態、全身的な体力の状態

３．目標について
●いつ？　●どのレベル？　●優先順位など
４．環境・その他について●指導者や保護者、チームメイトの理解 ●競技ルール●トレーナーの存在 ●交代要員の存在●用具、装具 ●テーピングの可能性●ウォーミングアップやクールダウンのケアについて●通院の頻度、期間について

2
0
1
9
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
の『
o
n
e 

t
e
a
m
』が

も
た
ら
し
た
感
動
は
記
憶
に
新
し
く
、

2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
前
文
に
は
、ス

ポ
ー
ツ
の
他
者
を
尊
重
す
る
精
神
、公

正
さ
と
規
律
を
尊
び
実
践
的
な
思
考

力
や
判
断
力
を
育
む
な
ど
人
格
形
成

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
。更
に
人
や

地
域
交
流
を
促
し
、一
体
感
や
活
力
を

地
域
社
会
に
も
寄
与
し
、心
身
の
健
康

の
保
持
増
進
に
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
、健
康
長
寿
社
会
の
実
現
に
不

可
欠
な
も
の
で
あ
る
。そ
の
中
で
、安

全
か
つ
公
正
な
環
境
下
で
ス
ポ
ー
ツ

を
親
し
み
、楽
し
む
こ
と
、ス
ポ
ー
ツ

を
支
え
る
活
動
に
参
画
さ
れ
る
こ
と

が
確
保
さ
れ
て
い
る
必
要
性
も
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

我
た
ち
理
学
療
法
士
は
、自
分
自

身
の
健
康
や
楽
し
み
の
た
め
に
ス

ポ
ー
ツ
を
行
い
ま
す
が
、職
業
と
し
て

ケ
ガ
の
予
防
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
場
面
で
ス
ポ
ー
ツ
の「
安
全・安
心
」

に
関
わ
る
こ
と
も
あ
る
専
門
家
で
も

あ
り
ま
す
。

な
ぜ
ス
ポ
ー
ツ
…
…

な
ぜ
理
学
療
法
士
…
…

スポーツで得られる良いところ（魅力）スポーツで得られる良いところ（魅力）

“目標”は
大切！

スポーツ現場での経験などを
講習会で伝える大石氏
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高校野球200年構想イベント
「キッズベースボールフェスタ」
での活動について

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
高
等
学
校
野
球
連
盟

が
少
子
化
、
野
球
離
れ
が
進
む
な
か
、
次
の

１
０
０
年
を
目
指
し
て
朝
日
新
聞
、
毎
日
新

聞
社
と
と
も
に「
高
校
野
球
２
０
０
年
構
想
」

を
掲
げ
企
画
さ
れ
た
全
国
的
な
取
り
組
み
の

よ
う
で
す
。
日
本
高
野
連
の
調
査
で
は
、
２

０
１
８
年
度
硬
式
の
部
員
数
は
１
５
万
３
１

８
４
人
で
前
年
度
比
８
３
８
９
人
減
と
な
り
、

１
９
８
２
年
の
調
査
開
始
以
降
で
最
大
の
減

少
数
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
普
及
、

振
興
、
け
が
予
防
、
育
成
、
基
盤
づ
く
り
の

５
つ
を
目
標
に
事
業
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
け
が
の
予
防
」
に

理
学
療
法
士
と
連
携
を
…

そ
の
中
の
「
け
が
予
防
」
で
は
整
形
外
科

医
や
理
学
療
法
士
な
ど
と
連
携
し
、
小
学
生

か
ら
高
校
生
を
対
象
に
肩
肘
の
検
診
や
け
が

予
防
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
の
指
導
を
行

う
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
崎
県
内
に
お
い
て
も
長
崎
県
高
野
連
が

中
心
と
な
り
昨
年
度
よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、

高
校
野
球
選
手
権
大
会
の
メ
デ
ィ
カ
ル
サ

ポ
ー
ト
で
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
関

係
で
本
会
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

キ
ッ
ズ
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

高
校
球
児
が
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
、

子
ど
も
達
に
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
テ
ィ
ー

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
体
験
し
て
野
球
の
楽

し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
や
ス
ト
レ
ッ
チ
指
導

理
学
療
法
士
に
よ
り
、
身
体
を
動
か
す
楽

し
さ
を
体
験
す
る
こ
と
を
一
番
の
目
的
に
、

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
す
る
こ
と
を
兼
ね

て
、
遊
び
の
中
で
リ
ズ
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

バ
ラ
ン
ス
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
を
行
う

①2019年10月13日（日）
長崎県営野球場　ビッグNスタジアム（長崎市松山町）
募集人数：120名（幼稚園・保育園年長～小学3年、野球経験問わず）

活動した理学療法士：7名

②2019年10月27日（日）
五島市中央公園野球場（五島市三尾野町）
募集人数：
午前の部100名（幼稚園・保育園年長～小学3年、野球経験問わず）

午後の部100名（小学校低学年～中学生、野球経験者）

活動した理学療法士：23名

主催：長崎県高等学校野球連盟　　後援：朝日新聞社長崎総局、毎日新聞社長崎支局
●新聞乗りジャンケン
負けたほうが新聞紙を半分ずつ
折っていくゲーム
➡バランスを意識した遊び

●宝集め
4チームに分かれて、真ん中に置い
た7個のボールを取り合って、自陣
に3つ集めると勝ち）
➡俊敏性とその場の判断力やチー
ム戦略（声掛け）を意識した遊び

●しっぽ取りRun
高校生（大人）にしっぽを付けて、小
学生が追いかけるゲーム
➡俊敏性、体力、あきらめない心を
強くする意識した遊び

※楽しんで無理しないように行います！

身体チェック
ストレッチ指導

野球教室

キッズベースボールコーディネーショントレーニング
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インフルエンザを予防しよう！
やっと本格的な寒さも緩んでまいりましたね。冬
にはクリスマスや正月など様々なイベントがありま
したが、感染症においても冬の三大感染症と言わ
れるノロウイルス、インフルエンザ、RSウイルスが
流行する季節です。特にインフルエンザは学校や職
場でも集団感染を起こす感染症として有名です。ま
だまだ油断せず、インフルエンザなど感染症をしっ
かり予防し、良い新年度を迎えましょう！

米国ではインフルエンザと運動の関係を述べた研究が報告されています。

●1日45分のウォーキングを週5日続ける

ことで、ウイルスや細菌を撃退するナチュ

ラルキラー細胞の循環を高め、体の免疫

システムを向上させる効果がある。

●45分のウォーキングを週5回、12～15週間行った人

では、風邪やインフルエンザなどの感染症にかかりにく

く、運動をしている人では、しなかった人に比べ罹病日

数が25～50%少なく、病気による欠勤も半分になった。

【
五
島
の
み
】
午
後
の
部

野
球
肘
検
診
＆
投
球
動
作
指
導

（
13
時
〜
15
時
）

野
球
を
し
て
い
る
小
学
生
や
中
学
生
を
対

象
に
医
師
に
よ
る
超
音
波
に
よ
る
野
球
肘
検

診
、
社
会
人
野
球
経
験
者
に
よ
る
ケ
ガ
を
し

な
い
た
め
の
投
球
動
作
指
導
を
受
け
る
イ
ベ

ン
ト
。

怪
我
を
し
な
い
投
球
動
作
指
導
や
野

球
教
室

●
社
会
人
野
球
経
験
者
に
よ
る
怪
我
を
し
に

く
い
効
率
的
な
投
球
動
作
の
指
導

●
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
の
た
め
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
別
の
身
体
の
使
い
方
な
ど
の
指
導

※
理
学
療
法
士
も
協
働
し
て
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ

ア
ッ
プ
の
指
導
や
動
作
の
指
導

野
球
教
室
を
担
当
す
る

『
O
n-

d
e
c
k
』の
紹
介

重
工
長
崎
野
球
部
O
B
が
発
足
し
た

団
体
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
と
医
療
、
ス

ポ
ー
ツ
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
分
野
で
貢

献
で
き
る
よ
う
活
動
し
て
い
る
。
週
1

回
の
野
球
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
、
技
術

と
人
間
力
を
準
備
し
て
い
く
団
体
。
障

害
予
防
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
理
学

療
法
士
と
協
力
し
て
野
球
肘
検
診
と
投

球
動
作
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
1
年
前

か
ら
上
記
活
動
を
精
力
的
に
行
っ
て
お

り
、
高
野
連
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
っ
た
。

野
球
肘
検
診

理
学
療
法
士
は
、
身
体
チ
ェ
ッ
ク
や
投
球

障
害
（
野
球
肘
な
ど
）
に
関
す
る
、
予
防
や

対
策
な
ど
を
医
学
的
な
視
点
か
ら
指
導
、
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や
怪
我
を
し
に
く
い
投

球
動
作
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
を
指
導

身
体
チ
ェ
ッ
ク

チ
ェ
ッ
ク
項
目
：
股
関
節
や
肩
関
節
、
肘

関
節
の
柔
軟
性
の
評
価
（
角
度
計
を
用
い

た
測
定
）

ス
ト
レ
ッ
チ
指
導
：
投
球
動
作
は
全
身
の
動

き
が
連
動
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
あ
り
、

下
肢
の
機
能
低
下
（
硬
さ
や
弱
さ
）、
骨
盤

や
体
幹
の
キ
レ
、
肩
甲
骨
や
腕
の
細
か
な
動

き
の
不
均
衡
に
よ
り
怪
我
や
故
障
を
発
生
す

る
。
そ
の
た
め
、
効
果
的
な
股
関
節
、
体
幹

の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

で
行
い
た
い
肩
甲
帯
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
指

導
し
ま
し
た
。

編
集
協
力

健
康
増
進
班
　

樋
口
隆
志
氏（
こ
こ
ろ
医
療
福
祉
専
門
学
校
）

濱
田
孝
喜
氏
（
貞
松
病
院
）

森
川
明
典
氏
（
山
口
整
形
外
科
医
院
）

野球教室

ストレッ
チ

指導

身体チェック

インフルエンザの基本
インフルエンザウイルスによるウイルス感染でA
型、B型、C型に分類されます。
特に大流行するのがA型（A（H1N1）亜型、A（H3N2）

亜型（※香港型とも言われる））、B型です。
潜伏期間は1～3日であり38℃前後の高熱、全身
倦怠感、頭痛、関節痛、筋肉痛などの全身症状ま
た、咳、痰、鼻汁などの呼吸器症
状が強く出現します。合併症を発
症しない限り予後は良好で1週間
程度で治癒します。

重症化することが多い合併症
インフルエンザは合併症により重症化し死に至
ることもある怖い病気です。

予　防
合併症を起こさないためにも
インフルエンザに罹患しないこ
とが一番です。
予防方法を知っておきましょう！
❶流行前のワクチン接種
『13歳以上は1回、13歳未満は2
回』で高い抗体価の上昇が得ら
れると報告されています。
☆インフルエンザワクチンは「発
病の予防」よりも「重症化の予
防」効果が高い!!
❷外出後の手洗い（右図）
❸適度な湿度の保持
インフルエンザウイルスは寒冷
乾燥を好み、高温多湿に弱いと
されており
『温度20℃以上、湿度50～60％
で空気中の感染力が下がる』こと
が報告されています。
意識した温度・湿度管理を行って
みてください。
❹十分な休養とバランスのとれ
た栄養摂取
抵抗力が落ちると感染しやすくなります。体の抵抗
力を高めるために十分な休養とバランスのとれた
栄養摂取を心がけましょう。
❺人混みや繁華街への外出を控える
人混みが避けられない場合は必ずマスクを着用
し、外出後は手洗い、うがいを徹底しましょう。

インフルエンザに感染すると……

感染 発症 軽快約1～3日約1～3日 約1週間

●38℃前後の高熱
●関節痛、筋肉痛、頭痛
●全身倦怠感、食欲不振
などの全身症状

●咳
●喉の痛み
●鼻水
などの呼吸器症状

成　人　・気管支炎・肺炎
小　児　・中耳炎・熱性けいれん・急性脳症
その他　・高齢・呼吸器や心臓の慢性疾患

インフルエンザと運動の関係 「45分のウォーキングをして免疫を高めよう!!」

（東京都健康安全研究センター資料から）
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災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

推
進
委
員
会
を
創
設
し
ま
し
た

近
年
、
我
が
国
で
は
豪
雨
や
地
震
な
ど
に

よ
り
、
毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
長
崎
に
お
い
て
も
い
つ
大

規
模
災
害
が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
が
、
本
協
会
に
至
っ
て
は
、
未
だ
「
長

崎
J
‐
R
A
T
（
大
規
模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
支
援
関
連
団
体
協
議
会
）」
の
指
示
を

待
機
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
状
況
で
す
。
私
た

ち
の
組
織
は
県
民
の
支
援
も
必
要
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ま
ず
は
会
員
を
守
り
、
事
務
局
を

守
る
こ
と
が
県
民
支
援
に
な
る
と
考
え
、
本

協
会
内
に
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
推
進
委

員
会
を
創
設
し
、
こ
れ
ま
で
の
大
規
模
災
害

で
の
J
‐
R
A
T
へ
の
参
画
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
の
課
題
を
導
く
会
議
や
、
関
連
団
体
の

組
織
化
や
対
応
力
強
化
の一
環
と
し
て
研
修
会

等
々
の
事
業
を
進
め
、
人
材
を
育
成
し
な
が

ら
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

避
難
所
で
の
生
活
や
健
康
を
守
る

避
難
所
で
の
生
活
は
、
災
害
に
よ
る
混
乱

や
不
慣
れ
な
環
境
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
生
活

と
は
全
く
違
う
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
や
体
に
不
自
由
の
あ
る
方
に
と
っ

て
は
、
動
き
づ
ら
く
・
転
倒
や
生
活
不
活
発

病
な
ど
の
リ
ス
ク
を
生
じ
ま
す
。
こ
れ
ら
を
予

防
・
解
消
す
る
た
め
に
発
災
早
期
よ
り
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
チ
ー
ム
と
し
て
関
わ
り
、
現

地
の
管
理
者
や
保
健
師
等
と
協
力
し
て
避
難

さ
れ
た
方
々
の
安
全
で
健
康
的
な
生
活
を
支

援
し
ま
す
。

学校見学会　随時受付中！
〒850-0822　長崎市愛宕1丁目36-59 TEL. 095-827-8868 FAX. 095-827-8335

笑顔を増やす 医療を学ぶ
PT

「身体の動き」を向上させるリハビリテーション

理学療法学科 Physical 
Therapist Course

OT
「こころ」と「からだ」のリハビリテーション

作業療法学科 Occupational 
Therapist Course

災害リハビリ
テーション
支援

現
場
の
活
動
を
守
る

災
害
時
の
避
難
所
に
は
、避
難
者
の
み
で
な

く
各
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
団
体
な

ど
多
く
の
人
や
物
資
が
次
々
に
押
し
寄
せ
、状

況
も
刻
々
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。そ
ん
な
混

乱
の
中
で
は
、必
要
な
物
資
や
人
材
を
適
切
な

場
所
に
送
り
、適
切
な
支
援
を
提
供
し
続
け
る

と
い
う
こ
と
は
困
難
で
す
。さ
ら
に
、避
難
所

は
1
箇
所
で
は
な
く
被
災
地
域
に
何
箇
所
も

設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、同
様
の
問
題
が
同
時
多

発
的
に
発
生
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。被
災
地

域
全
体
の
情
報
を
統
括
し
、時
間
経
過
と
共
に

変
化
す
る
状
況
に
対
応
し
運
営
し
て
い
く
こ

と
で
現
場
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。現
場
の
活

動
を
整
理・支
援
す
る
こ
と
が
、適
切
な
支
援

を
必
要
な
箇
所
に
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
に

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

熊
本
地
震
で
の
活
動
を
参
考
に
、

今
出
来
る
準
備
を
は
じ
め
て
い
ま
す
!

長
崎
県
内
の
災
害
時
対
応
も
平
時
よ
り
準

備
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、第
1
回
目

の
研
修
会
を
作
業
療
法
士
会・言
語
聴
覚
士
会・

長
崎
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー・

長
崎
J‐R
A
T
と
の
5
団
体
合
同
で
実
施
し

ま
し
た
。講
師
に
は
、＊
R
E
H
U
G
の
発
案

者
で
熊
本
J
R
A
T
と
し
て
も
実
際
に
災
害

現
場
で
の
活
動
を
経
験
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る 

佐

藤 

亮 

氏
を
お
招
き
し
、R
E
H
U
G
を
用
い

た
実
践
的
な
演
習
を
行
う
こ
と
で
、災
害
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
知
識
や
考
え
方
を
学

び
、災
害
時
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
被
災
者
の

方
々
へ
の
支
援
に
役
立
つ
助
言
や
連
携
を
と
る

こ
と
の
で
き
る
人
材
育
成
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

研
修
に
お
い
て
は
、運
営
本
部
と
し
て
現
場

か
ら
の
連
絡
に
対
応
し
て
い
る
最
中
、ト
ラ
ブ

ル・ク
レ
ー
ム
の
相
談
や
関
連
団
体
の
受
け
入

れ・支
援
要
請
、各
種
記
録
や
行
政
な
ど
へ
の
報

告
を
行
う
な
ど
、処
理
す
る
情
報
の
多
さ
と
頻

回
さ
に
追
わ
れ
っ
ぱ
な
し
で
、研
修
終
了
時
に

は
皆
へ
と
へ
と
で
し
た
が
達
成
感
と
一
体
感
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

災害後の時間経過にみるリハビリテーションの役割
生活を守る
避難所の住環境を安全に・動きや
すいように整える（危険箇所の
チェックや修正など）
必要な物資を提案し作成・手配・設置す
る（ダンボールベッド・簡易トイレなど）
動き方や過ごし方のアドバイスや
指導・練習をする

健康を守る
生活不活発病（深部静
脈血栓症、身体・認知
機能低下など）の予防
活動
集団体操の実施やレク
レーションの提供

地域の役割を守る
地域の団体へ活
動を任せていく

応
急
・
修
復
期

復
旧
期

復
興
期

災
害
時
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と・

す
べ
き
こ
と

＊
R
E
H
U
G
：
大
規
模
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
支
援
チ
ー
ム
本
部
運
営
ゲ
ー
ム

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
に
お
け
る
J
R
A
T
の
本

部
運
営
を
疑
似
体
験
す
る
た
め
の
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ

ン
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
。他
県
か
ら
の
支
援
チ
ー
ム
の
受

け
入
れ
や
、避
難
所
で
の
対
応
と
そ
れ
に
伴
う
記

録・電
話
連
絡
な
ど
、時
間
経
過
と
と
も
に
生
じ
る

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の

役
割
の
も
と
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
い
く
。

災害のフェーズに合わせたリハビリテーション支援
（災害に関連した身体機能、生活能力の低下予防）

応急
修復期

リハビリテーション
トリアージ

復旧期

生活不活発病予防

復興期

健康支援

長崎を守って
いかんばたい!!

＜主な講演・プログラム＞
特別講演

『理学療法のスキルアップとスキルチェンジ』
～運動器不活動症候群のメカニズムとその治療戦略～
沖田　実　氏（長崎大学生命医科学域保健学系  教授）

教育セミナー
『動的安定化機構からみた
  肩峰下 impingement 徴候』

西川　仁史　氏（甲南女子大学看護リハビリテーション学部　准教授）

『先端的脳画像解析から得られる
  情報と臨床への展開』

玉利　誠　氏（国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科　准教授）

『介護予防のエビデンスとこれから（仮） 』
井口　茂　氏（長崎大学生命医科学域保健学系  教授）

『心機能障害理学療法の今（仮） 』
高橋　哲也　氏（順天堂大学保健医療学部理学療法学科　教授）

シンポジウム
『臨床実習のスキルチェンジ』
～協会・養成校・臨床の立場から～
大工谷　新一　氏（日本理学療法士協会　常務理事）
神津　玲　氏（長崎大学生命医科学域保健学系  教授）
長福　武志　氏（熊本セントラル病院）

県民公開講座
『 知ってほしい！スポーツにおける
　ケガや故障の予防と理学療法（仮） 』
～ 国民の健康にスポーツと理学療法士が寄与できること～

小林　寛和　氏（日本福祉大学　健康科学部リハビリテーション学科　教授）

運動器

神経系

循環器

地域

一般演題 口述80演題、ポスター180演題 計260演題（予定）

https://kyusyu-society-pt.net
大会ホームページアドレス

今
後
と
も
、平
時
か
ら
災
害
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
に
関
す
る
教
育・啓
発
そ
し

て
人
材
育
成
及
び
他
の
災
害
支
援
団
体
と
の

強
固
な
連
携
構
築
が
推
進
さ
れ
て
い
く
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。皆
様
の
大

い
な
る
ご
協
力・ご
支
援
そ
し
て
ご
指
導
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

長
崎
県
理
学
療
法
士
協
会
災
害
リ
ハ
推
進
委
員
長
　

永
木
照
彦
理
事
（
お
お
さ
と
整
形
外
科
）
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編 集 後 記

東京オリンピック・パラリンピックが開催さ
れる2020年が遂にやってきました！ぴーかん
てらすも時流に乗って、『スポーツ特集』で
す。スポーツの価値、それを支える理学療法
士の存在が伝われば嬉しいです。本会も今
回紹介するキッズベースボースフェスタのほ
か、たくさんの事業にも協力しています。是
非、お近くの理学療法士を頼ってください！

そして、本会行事のトピックスは、なんと
いっても九州学会の開催県となっていること
です。大会長を先頭に準備委員会が、良い学
会となり、理学療法士の研鑽、交流の場とな
るよう「One Team」で取り組んでいます！

2020年は、とても楽しみです!！

今年は…

「理学療法士協会 広報誌」リニューアルに伴い、
理学療法士や市民のみなさまに向けたコーナー
も充実させていきたいと考えています。「ぴーかんてらす」へ情報を

お寄せ
ください!!

読者のみなさま

お便りの送り先
長崎県理学療法士協会事務局広報部宛　FAX／095-895-5146　メール／nptakouhou@gmail.com

◎日常のうれしいできごと
◎日頃取り組んでいるリハビリにまつわること
◎私の○○自慢
…など、皆様からのさまざまなお便りをドシドシ
お寄せ下さい!!

ぴーかんてらすは、デジタルブックでも
ご覧になれます!
パソコンからの
アクセス
http://www.nagasaki-ebooks.jp/

ぴーかんてらす　理学

●nagasaki e-booksのサイトの右上の検索窓に
「ぴーかんてらす」と入力するとデジタルブック
ページにジャンプします！

●携帯・スマートフォンからの
アクセスは、右のQRコード
から！！

〒851-0116 　長崎県長崎市東町1755番地1

「ながさき元気フェスタ」協力！！
今
年
は
、希
望
者
に
は
各
種
体
力

測
定
に
併
せ
て
、体
組
成
計
測
を
実

施
し
体
脂
肪
率
や
筋
肉
量
な
ど
簡

単
な
デ
ー
タ
か
ら
、ご
本
人
の
年
齢

や
活
動
量
に
合
っ
た
相
談
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。参
加
者
の
皆
さ
ま
は
自

身
の
体
力
レ
ベ
ル
や
体
形
な
ど
大
変

興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。子
ど
も
や
若
い
方
も
多
か
っ

た
た
め
立
ち
幅
跳
び
の
測
定
も
用
意

し
て
、親
子
で
競
い
合
う
よ
う
に（
お

父
さ
ん
の
良
い
と
こ
ろ
が
見
せ
れ
る

よ
う
に
??
…
…
笑
）盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
！

1
日
目
の
午
前
中
に
は
、
本
会
会
長
も

参
加
し
た
「
健
康
長
寿
日
本
一
長
崎
県
民

会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
会
議
の

会
長
は
、
県
知
事
の
中
村
法
道
氏
が
務
め
、

健
康
長
寿
日
本
一
の
長
崎
県
づ
く
り
に
向

け
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
を
、
多
く
の
関

係
団
体
が
連
携
し
て
支
援
し
、
県
民
運
動

と
し
て
展
開
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
冒
頭
の
挨
拶
の
中
で
、
人

生
1
0
0
年
時
代
の
到
来
を
控
え
、
県
民

の
皆
様
が
健
康
で
い
つ
ま
で
も
生
き
甲
斐

を
持
っ
て
活
躍
し
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

だ
。
（
一
部
省
略
）
」
と
の
主
催
者
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

『
な
が
さ
き
３
M
Y
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
す
な

わ
ち
『
毎
年
1
回
健
診
を
受
け
、
毎
日
ニ

コ
ニ
コ
九
千
歩
、
毎
日
三
回
野
菜
を
食
べ

て
、
ヨ
ー
シ
み
ん
な
で
健
康
長
寿
！
』
の

県
民
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、

『
な
が
さ
き
３
M
Y
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
で
検

索
す
る
と
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
閲
覧
で
き
ま
す
。

長
崎
県
理
学
療
法
士
協
会
も
、
県
民
の

健
康
の
た
め
に
更
に
力
を
尽
く
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
本
会
の
活
動
に
も

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今年もや
ります！

昨年度も、「県民健康まつり」と題して開催された2日間にわたるイベントに
今年も本会が協力しました。

昨年と場所を同じくして、県立総合体育館で11月16日（土）～17日（日）に開
催されました。今年は、KTNテレビ長崎の主催によるバックアップもあり、昨年
に劣らず盛大に行われました。チラシやテレビ広告の影響もあり、子ども連れ
の家族の参加も多く、健康に関心のある一般の方もたくさん来場していました。
私たち理学療法士協会のブースも、チラシ内に宣伝いただいたこともあり

（当日も独自で作成したチラシを会場で配りました！）、2日間で200名ほどに
お立ち寄りいただきました。

チラシにも
バッチリ宣伝
してもらいました！

各
種
測
定

ロ
コ
モ
チ
ェ
ッ
ク
（
ロ
コ
モ
25
・
立
ち
上
が
り
・
2
ス
テ
ッ
プ
テ
ス
ト
）

握
力
測
定
、
立
ち
幅
跳
び
測
定
、
体
組
成
計
測

計
測
後
に
結
果
を

〝
個
別
〞
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、
相
談
等
を
行
っ
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
理
学
療
法
士
ガ
イ
ド
の
配
布
、
転
倒
予
防
等
の
チ
ラ
シ
の
配
布
。

理
学
療
法
士
の
仕
事
の
紹
介
動
画
の
放
映
。

理
学
療
法
士
協
会
ブ
ー
ス
の
内
容

場
所
を
同
じ
く
し
て

今
後
も
、
各
地
で
こ
の
よ
う
な
市

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
協
力
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
そ
の
地
域
や
参
加

者
の
要
望
に
沿
え
る
よ
う
活
動
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
「
な
が
さ
き
県

理
学
療
法
士
協
会
」
「
オ
レ
ン
ジ

色
」
を
お
見
か
け
し
た
と
き
は
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

編集協力
啓発事業班　有福浩二氏
（重工記念長崎病院）写真右下
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スポーツと理学療法士の関わり
p2 ／

Physical Therapist

テーマ

E理学療法のEPDCA
～評価と科学的根拠 そしてマネジメント～
大会長 大山　盛樹

春寒の気候にあります。皆様におかれましては
益々、ご健勝のこととご拝察いたします。
平素より、長崎県理学療法士協会の広報紙「ぴー

かんてらす」をご覧いただき誠にありがとうございます。
この度、本協会の担当により「九州理学療法士学
術大会」を開催する運びとなりましたことを、この紙面
においても皆様に報告をさせていただくとともに、ご案
内申し上げます。
この学術大会は令和２年10月17日・18日（土・日）
の２日間、佐世保市のアルカスSASEBOにおいて、
260演題（予定）の口述・ポスター発表と「理学療法
のEPDCA－評価・科学的根拠そしてマネジメント」を
テーマに講演、セミナー、シンポジウム、県民公開講
座、機器展示などを企画しております。
「EPDCA」の「E」には私達理学療法士に最も重
要となる「Evaluation（評価）」と「Evidence（科学的
根拠）」の意味を表しています。この「E」をもって、治療
のPDCAのそれぞれをマネジメント（≒やりくり）すること
をすべての企画に盛り込んでいます。　
県民公開講座（参加無料）では「TOKYOオリンピッ

ク・パラリンピック2020」の興奮が冷めやらない時期

にこそ、この一大イベントに所縁ある日本福祉大学健
康科学部リハビリテーション学科の小林寛和（こばや
しひろかず）教授に「知ってほしい！スポーツにおけるケ
ガや故障の予防と理学療法～国民の健康にスポーツ
と理学療法士が寄与できること～」と題して、ご講演を
いただきます。市民が自由に集う交流スクエアでは「健
康・リハビリ・介護など」の最新機器を展示いたします。
期間中は1000名を超える来場者を予測しており、
一日目の夜には交流レセプションも企画いたしており
ます。賑やかな夜も楽しむとともに、観光や食事・お土
産をも楽しめる２日間になって欲しいと、ご期待申し上
げます。
長崎SASEBOの地で行う学術大会が県民の皆様

にとっても私達理学療法士にとっても歴史を刻む有
意義な大会となり、九州のみならず全国に発信し、ひ
いては長崎県に貢献しうるイベントにしたいと願ってお
ります。
たくさんの皆様のご参加を会員ならびに関係者一
同、心よりお待ちしております。

「佐世保バーガーボーイ」・「させぼのボコちゃん」／
©やなせたかし･SASEBO

九州理学療法士学術大会 2020 in SASEBO

（長崎県理学療法士協会会長、柿添病院付属中野診療所）

https://kyusyu-society-pt.net/
右のQRコードからもご覧いなれます

ホームページから詳しい大会の内容をご覧いただけます

開催　2020年10月17日・18日
会場　アルカスSASEBO

九州理学療法士学術大会 2020


